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［水田作部門］ 農業研究所ホームページへ 

３．水稲「きぬむすめ」の食味を重視した栽培管理方法 

 

［要約］ 

「きぬむすめ」において食味を重視した栽培を行う場合、基肥・中間追肥の窒素施用

量を慣行の５～８割程度に控え、幼穂形成期の草丈と葉色の積が2,300未満では穂肥窒素

施用量を０～２kg/10aとし、2,300以上では無穂肥とする。 

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 作物・経営研究室 

［連絡先］電話086-955-0275 

［分類］ 技術 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

2014年に本県の奨励品種に採用された水稲品種「きぬむすめ」について、良食味を目標

とした栽培方法を明らかにするため、施肥による生育制御が行いやすい分施体系において

幼穂形成期の生育と食味の関係を明らかにし、施肥管理方法としてまとめる。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「きぬむすめ」は幼穂形成期の草丈(cm)と葉色(SPAD値)の積と蛋白質含有率との関係が

強く、積が2,300未満で良食味の目安とされる蛋白質含有率6.4%以下になりやすい。一方

で、積が2,800以上で蛋白質含有率が6.4%を上回りやすい（図１）。 

２．基肥、中間追肥を窒素施用量で慣行（５～６kg/10a程度）の５～８割程度施用すると、

草丈と葉色の積が2,800未満となりやすく（図２）、収量の低下も少ない。 

３．幼穂形成期の草丈と葉色の積が2,300未満の場合、穂肥の窒素施用量が０～２kg/10a

であれば安定して蛋白質含有率6.4%以下となる（図３）。積が2,300～2,800の場合、穂肥

無施用であっても蛋白質含有率6.4%を上回ることがあるため（図３）、穂肥は無施用を基

本とする。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．赤磐市において６月中旬に移植栽培した結果であり、移植時期が大きく異なる場合に

は生育が異なるため適用できない。  

２．試験圃場の土壌可給態窒素は改良目標範囲内（８～20mg/100g）であり、現地での土壌

可給態窒素量が大きく異なる場合には穂肥窒素施用量を増減する。  

３．速効性化成肥料を分施した結果であり、緩効性肥料を用いた場合は生育相が異なるた

め溶出予測に基づく肥培管理を行う。  

４．葉色はSPAD値28でカラースケール値３程度、32で４程度である。  

 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/


平成 28 年度試験研究主要成果（岡山県）

 
 

  

［具体的データ］ 

R² = 0.6184
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図１ 「きぬむすめ」の幼穂形成期の草丈と葉色の積と蛋白質含有率の関係  
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図２ 「きぬむすめ」の基肥、中間追肥の窒素施肥量と幼穂形成期の生育との関係  
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図３ 「きぬむすめ」の幼穂形成期の生育別の穂肥が蛋白質含有率に及ぼす影響  
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基肥、中間追肥の窒素施肥量  

× ：０～２kg/10a 

  ：３～４kg/10a 

  ：５～６kg/10a（慣行）  

  ：８kg/10a 以上  

幼穂形成期の草丈(cm)×葉色(SPAD 値) 

：2,300 未満  

：2,300～2,800 

：2,800 以上  
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